
私たちは地域の皆様から信頼され
親しまれる病院を目指します

基本理念

2017.
7.14 グリーンカーテンを利用して

2017.
6.28

玄関ロビーに展示して沢山の方に
見て頂きました。

減塩教室と栄養相談

第29号
2017年10月

MIYOSHI
CENTRAL HOSPITAL

2017.
5.30・31

高校生が参加して、みんな笑顔でいっぱい
になりました。

ふれあい看護体験の開催

院内保育所の元気な子供たちが、
当院敷地内で栽培しているミニトマ
トの収穫に来てくれました。
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挨
拶
の
冒
頭
、
最
近
は
異
常
気
象
に
触
れ

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
観
測
史
上
初
め
て
」「
50
年
ぶ
り
」
な
ど

の
記
録
ず
く
め
で
す
。
記
録
的
短
時
間
大
雨

情
報
と
い
う
聞
き
慣
れ
な
い
情
報
が
発
令
さ

れ
、
1
時
間
に
１
０
０
ミ
リ
を
越
す
集
中
豪

雨
も
希
で
は
な
く
、
各
地
で
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
土
砂
崩
れ
、
堤
防
の
決
壊
、
道

路
の
冠
水
な
ど
報
道
さ
れ
る
映
像
は
目
を
覆

う
ば
か
り
で
す
。
せ
め
て
情
報
は
的
確
・
迅

速
に
伝
達
さ
れ
人
命
の
失
わ
れ
な
い
こ
と
を

祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
病
院
の
収
支

　

平
成
28
年
度
の
病
院
事
業
会
計
決
算
は
、

事
業
収
益
約
86
億
４
，３
０
０
万
円
、
事
業
費

用
約
85
億
３
，８
０
０
万
円
、
差
し
引
き
収
支

は
約
1
億
５
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

28
年
度
は
診
療
報
酬
改
定
の
影
響
お
よ
び
秋

以
降
入
院
患
者
数
の
減
少
に
よ
り
病
床
稼
働

率
が
低
下
し
、
入
院
収
益
が
下
が
り
ま
し
た
が

そ
れ
で
も
約
1
億
円
の
黒
字
と
な
り
、
企
業

債
残
高
（
病
院
の
借
金
）
は
約
40
億
円
と
昨

年
よ
り
約
5
億
円
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の

同
時
改
定
、
保
健
医
療
計
画
・
介
護
保
険
事

業
（
支
援
）
計
画
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
の

都
道
府
県
化
も
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
、
医
療

行
政
関
係
者
の
間
で
は
「
惑
星
直
列
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
一
連
の
改
革
は
、

い
わ
ゆ
る
２
０
２
５
年
（
団
塊
の
世
代
が
後

協
定
」
を
結
ぶ
な
ど
、
例
外
取
り
扱
い
も
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
最
も
高
度
・
先

進
的
な
医
療
を
提
供
し
て
い
る
病
院
の
一
つ

で
あ
る
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
は
時

間
外
労
働
時
間
の
上
限
を
特
別
の
事
情
が
あ

る
場
合
、
医
師
は
「
月
３
０
０
時
間
、
年
２

０
７
０
時
間
」
と
い
う
「
36
協
定
」
を
締
結

し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
さ
す
が
に

驚
く
べ
き
条
件
で
す
。
当
院
の
医
師
の
場
合
、

最
大
月
１
２
０
時
間
、
年
間
９
９
０
時
間
で

届
け
出
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
多
く
の
病
院
に
労
働
基
準
監
督
署

の
監
査
が
入
っ
て
い
ま
す
。
聖
路
加
病
院
で

は
未
払
い
の
時
間
外
労
働
の
賃
金
10
数
億
円

を
支
払
っ
て
い
ま
す
。
研
修
医
の
過
労
自
殺

が
起
こ
っ
た
新
潟
市
民
病
院
の
院
長
は
、「
研

修
医
の
時
間
外
は
研
修
か
仕
事
か
な
ど
時
間

外
労
働
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
極
め

て
難
し
い
問
題
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
２
０
１
８
年
度
重
点
施
策

は 

⑴
働
き
方
改
革
の
着
実
な
実
行 

⑵
質
の

高
い
効
率
的
な
保
健
・
医
療
・
介
護
の
提
供

の
推
進 

⑶
全
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
で
す
。
そ
の

な
か
で
医
療
従
事
者
等
の
業
種
ご
と
の
勤
務

環
境
の
改
善
等
に
48
億
円
の
予
算
を
概
算
要

求
し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
改
善
策
が
で
き
あ
が
る
か
、

よ
い
処
方
箋
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
厚
生

労
働
省
は
よ
い
答
え
を
出
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
幸
い
広
島
大
学
の
支
援
で
医
師
不

足
と
い
う
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
過
重

労
働
に
な
っ
て
い
る
診
療
科
や
医
師
は
存
在

し
ま
す
。
さ
す
が
に
看
護
師
の
よ
う
に
交
替

制
勤
務
は
困
難
で
す
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇

や
診
療
業
務
が
終
わ
れ
ば
勤
務
時
間
内
で
も

届
け
出
て
休
み
を
取
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

過
労
死
や
事
故
が
起
き
な
い
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。

病
院
長

 
　
中 
西
　
敏 

夫

計
画
」
を
策
定
し
、
長
時
間
労
働
の
是
正
に

向
け
、
罰
則
付
き
と
い
う
思
い
切
っ
た
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
を
法
制
化
し
ま
す
。
背

景
に
は
、
一
昨
年
末
の
大
手
広
告
会
社
員
の

自
殺
、
大
手
広
告
会
社
の
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の

実
態
が
合
わ
せ
て
判
明
し
、
メ
デ
ィ
ア
も
大

き
く
取
り
上
げ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
医
師
も

対
象
で
す
。
た
だ
し
医
師
は
、
上
限
規
制
が

5
年
間
猶
予
さ
れ
ま
し
た
。「
医
師
の
働
き

方
改
革
に
関
す
る
検
討
会
」
本
部
長
を
務
め

る
鈴
木
医
務
技
監
は
、
あ
ま
り
厳
格
な
ル
ー

ル
を
適
用
す
る
と
「
救
急
医
療
や
入
院
医

療
を
や
め
る
例
も
出
て
き
か
ね
な
い
」
と
し
、

医
師
の
働
き
方
改
革
の
議
論
に
資
す
る
デ
ー

タ
を
得
る
た
め
、
病
院
種
別
や
診
療
科
別
な

ど
の
医
師
の
勤
務
実
態
調
査
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
こ
と
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
病
院
会
の
地
域
医
療
再
生
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
平
成
27
年
）
平
成
28

年
5
月
の
報
告
書
に
は
、「
日
本
の
医
療
は
、

依
然
と
し
て
、
労
働
基
準
法
違
反
を
前
提
に

し
た
勤
務
医
の
過
重
労
働
と
そ
れ
を
追
認
せ

ざ
る
を
得
な
い
病
院
運
営
の
上
に
成
り
立
っ

て
お
り
、
医
師
を
含
め
た
医
療
従
事
者
の
勤

務
環
境
の
改
善
は
、
地
域
医
療
の
確
保
に

と
っ
て
も
、
健
全
な
病
院
経
営
に
と
っ
て
も
、

疎
か
に
は
で
き
な
い
重
要
な
問
題
で
あ
る
と

言
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
民
が
安
心

で
き
る
医
療
提
供
体
制
の
構
築
の
た
め
に
は
、

勤
務
医
不
足
を
解
消
し
、
地
域
偏
在
を
是
正

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
何
に
も
増
し
て

の
最
優
先
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。」
現
状
の

課
題
が
こ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

時
間
外
労
働
は
労
働
基
準
法
第
36
条
に
よ

り
労
使
間
で
協
定
を
結
び
（
36
協
定
）
労
働

基
準
監
督
署
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
1
カ
月
45
時
間
・
1
年
間
３
６

０
時
間
で
す
が
、
限
度
時
間
を
超
え
て
延
長

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
別
の
事
情
が
生
じ

た
時
へ
の
対
策
と
し
て
「
特
別
条
項
付
き
36

期
高
齢
者
に
な
る
）
前
に
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
起
き
る
、
あ
る
い

は
そ
の
準
備
の
た
め
に
起
こ
さ
な
い
と
い
け

な
い
と
厚
労
省
の
ト
ッ
プ
は
考
え
て
い
る
よ

う
で
す
。
消
費
増
税
が
な
い
な
か
、
来
年
度

の
診
療
報
酬
改
定
は
実
質
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、
病
院
の
運
営
、

特
に
経
営
面
で
は
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
自
治
体
病
院
表
彰

　

う
れ
し
い
お
知
ら
せ
は
平
成
29
年
度
自
治

体
立
優
良
病
院
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

詳
細
は
別
項
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
全
国
自

治
体
病
院
協
議
会
の
会
長
は
邊
見
先
生
、
赤

穂
市
民
病
院
の
名
誉
院
長
で
す
。
赤
穂
市
民

病
院
と
は
浅
野
家
の
ご
縁
で
平
成
19
年
に
姉

妹
病
院
提
携
を
し
て
お
り
、
表
彰
式
の
席
上

で
赤
穂
市
民
病
院
の
病
院
祭
に
誘
わ
れ
ま
し

た
。
7
月
8
日
（
土
曜
日
）
三
次
か
ら
中
国

自
動
車
道
を
の
ん
び
り
と
走
っ
て
2
時
間

半
（
約
２
０
０
㎞
）
で
赤
穂
に
到
着
し
ま
し

た
。「
の
ぞ
い
て
み
よ
う
医
療
の
世
界
」
を

テ
ー
マ
に
、
病
院
祭
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
今
年
で
16
回
目
、
何
年
前
な
の
で
し
ょ

う
か
、
故
末
永
院
長
も
ス
テ
ー
ジ
で
「
三
次

ど
ん
ち
ゃ
ん
」
を
踊
っ
た
そ
う
で
す
。
当
日

は
汗
ば
む
快
晴
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
参
加

し
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
午
前
中
だ
け
の
催

し
で
し
た
が
各
部
門
が
趣
向
を
凝
ら
し
て
お

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
演
奏
会
、
ド
ッ

グ
訪
問
な
ど
の
催
し
お
よ
び
検
診
セ
ン
タ
ー
、

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
入
っ
た
新
館
の
内

覧
会
場
を
案
内
さ
れ
ま
し
た
。
当
院
も
、
毎

年
は
無
理
で
も
市
民
参
加
の
病
院
祭
を
開
催

し
、
も
う
少
し
親
し
ま
れ
る
病
院
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
た
い
な
と
感
じ
な
が
ら
帰
途

に
つ
い
た
一
日
で
し
た
。

　
働
き
方
改
革

　

政
府
は
今
年
3
月
、「
働
き
方
改
革
実
行



3

市
立
三
次
中
央
病
院

合計 686人

「診療情報開示カード」を
広島県共通の「HMカード」に統合します。

　市立三次中央病院では，診療情報を他院等で参照するための「診療情報開示カード」を独自に発行してい
ましたが（※1），このたび広島県共通カードである「ＨＭカード」に統合することになりました。
　ＨＭカードは，広島県と広島県医師会が運営するひろしま医療情報ネットワーク（Hiroshima Medical 
Network）が発行するカードで，あなたの医療情報を複数の医療機関と結びつける“ひろしま県民のため
のカード”です。

※１

※２

市立三次中央病院「診療情報開示カード」をお持ちの方は「HMカード」
に交換できます。
HMカードのIDでパソコン、スマホから「ひろしま健康手帳」ページに
登録し、取組みを入力すると、獲得ポイントに応じて「フレスタのスマ
イルポイント」「アヲハタジャムの詰め合わせ」などプレゼントや割引
の特典があります。詳しくは「ひろしま健康手帳」（http://www.hm-
net.or.jp/hm-card/kenkou-techou.html）をご確認ください。

【お問い合わせ先】
　市立三次中央病院　医事課
   電話：0824-65-0101　FAX：0824-65-0159

今ならカープデザインの
カードも選べます。

　追加される機能　
　●救急・災害時の情報共有　●在宅医療・介護での情報共有　
　●地域連携パス　●ひろしま健康手帳　●ひろしまヘルスケアポイント（※２）

　全国自治体病院開設者協議会及び公益社団法人全国自治体病院協
議会（加入数879病院）は，地域医療の確保に重要な役割を果たして
おり，かつ，経営の健全性が確保されている自治体立の病院を表彰
しています。
　平成29年度は市立三次中央病院のほか11の自治体病院が表彰され
ました。なお，同表彰は平成５年度に続き２回目の受賞です。

　市立三次中央病院が表彰を受けた特徴は次のとおりです。
   ・備北二次医療圏のみならず，隣接市町や島根県南部にわたる
     広域の二次救急を担っている。
　・三次市における医療連携の充実を目的に平成17年８月に「三
　  次市四病院連絡協議会」を設立し，機能の異なる四病院が職
　  種ごとにワーキングを行い，　三次市の医療水準の向上に努め
　  ている。
   ・広島県へき地医療拠点病院として診療所等へ医師を派遣し，へき地における医療の確保を支援している。
　この受賞に驕ることなく，引き続き地域医療の確保に重要な役割を果たし，かつ，経営の健全性を
確保していきます。
　この表彰の主な選考基準は次のとおりです。
　１．地方公共団体，または地方独立行政法人が開設し，経営していること。
　２．経営の健全性の確保については次の基準による。
　　　・表彰年度の前々年度以前５カ年以上，損益計算書上の経常損益において利益を計上していること。ただし，他
　　　　会計繰入金が各年度における基準額を超えている場合にあっては，その超過額を控除して損益計算を行うもの
　　　　とする。
　　　・不良債務及び累積欠損金がないこと。
　３．経営努力の状況は，職員配置，薬品・材料の購入や業務委託等の状況を総合的に判断する。
　４．地域医療に果たしている役割の状況は，救急医療，他の医療機関との連携，へき地医療等の状況を総合的に判
　　　断する。

平成 29年度自治体立優良病院会長表彰を受けました。

表彰式の様子
左は中西病院長、右は邉見会長

広島　花子

○○　○○
発行病院：市立三次中央病院
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　平成29年7月・８月に「患者満足度調査」を実施し，入院患者205人・外来患者494人の皆さんから回答を
いただきました。ご協力ありがとうございました。
　ご回答いただいた項目ごとに，当院に対する満足度を100点満点で評価しました。
　入院・外来の点数の高い順位と低い順位の各項目について，主な結果をお知らせします。
　また，自由記入欄へ，施設や診療，接遇全般にわたって，たくさんのご意見やご要望をいただきました。
　できるところから改善を図り，患者さんに信頼され親しまれる病院づくりに取り組んでまいります。

　入院では，医師や看護師等の接遇面で高い評価
をいただき「医師や看護師の方々は，とても優し
く満足しました」等お褒めのコメントをいただき
ました。「医師の症状に対する処置の適切さ」も
高い評価を得ていることから，安心してご入院し
ていただいていると感じております。
　しかし一方「看護師の資質に差があります」な
どのご意見もありましたので，今後も医療の質の
向上に努めてまいります。

　不満の１～３は順位は変わるものの昨年度と同
じ項目でした。
　外来の「診療待ち時間」は，原則予約診療を実
施していますので，初診などで予約がない場合は，
お待ちいただく時間がどうしても長くなりますの
で，ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。
　駐車場については，1台当りのスペースが狭い
とのご意見をいただきました。駐車台数との兼ね
合いの中でより使い勝手がよくなるよう，検討を
進めてまいります。

入　　院

医師の態度や
言葉づかい

満足
１

看護師の態度や
言葉づかい

満足
２

医師の症状に対す
る処置の適切さ

満足
３

83.6点

82.6点

80.0点

　今回の調査からトイレ，売店，自動販売機など
を独立した項目に分けました。
　その結果，入院患者さんにとっての不満の第1位
はトイレとなりました。
　トイレの空間が狭い，などの意見をいただきまし
た。スペースの関係から改修は困難ですが，日常
の点検・清掃等清潔に保つよう注意してまいります。
　また，自動販売機について，要望がありました
ので場所・台数等を検討してまいります。

不満
３ 60.1点

不満
２ 59.2点

不満
１ 58.2点

不満
３ 58.4点

不満
２ 58.1点

　外来においては，入院ほどではないにしても，
医師や看護師・検査技師の態度や言葉づかいで高
い評価をいただきました。その他「放射線技師
の態度や言葉づかい（72.3点）」「総合案内や会
計の応対（71.8
点）」といった
接遇面に高い評
価をいただきま
した。

外　　来

医師の態度や
言葉づかい

満足
１

看護師の態度や
言葉づかい

満足
２

・検査技師の態度や言葉づかい
・看護師の説明のわかりやすさ
・医師の症状や検査結果の説明

満足
３

73.7点

73.3点

72.7点
72.7点
72.7点

診療待ち時間不満
１ 47.2点

高い評価 低い評価

高い評価 低い評価

患者満足度調査結果について

トイレ

売　店

自動販売機

時間面全般に
ついて

駐車場の広さ
入りやすさ
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連
載
が
ん
の
治
療
⑳外

科
医
長
　
橋
　
詰
　
淳
　
司
　

乳に
ゅ
う

が
ん

女性のがんの部位別罹患率の推移

発 生
乳管

乳管内腔

基底膜

リンパ管浸潤

間質浸潤
　血管浸潤

非浸潤がん（乳管内進展）

浸潤がん（間質組織へ）

転移（リンパ行性、血行性）

乳がんの転移のはじまり

乳がんの進展

国立がん研究センターがん対策情報センター
（http://ganjoho.ncc.go.jp/professional/statistics/statistics.html）

【
は
じ
め
に
】

　

乳
が
ん
に
な
る
方
は
年
々
増
え
て
お
り
、

２
０
１
６
年
で
は
９
０
０
０
０
人
の
方
が
乳

が
ん
に
罹
患
さ
れ
た
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
累
計
す
る
と
、
日
本
人
女
性
の

11
人
に
1
人
は
生
涯
乳
が
ん
を
発
生
す
る
計

算
に
な
り
ま
す
。
そ
の
罹
患
率
は
１
９
９
４

年
以
降
第
1
位
で
あ
り
、
女
性
が
最
も
気
を

つ
け
な
い
と
い
け
な
い
が
ん
と
な
っ
て
い
ま

す
。

【
乳
が
ん
の
特
徴
】

　

乳
腺
組
織
は
乳
汁
の
通
り
道
で
あ
る
乳
管

と
、
乳
汁
を
産
生
す
る
小
葉
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
乳
が
ん
の
多
く
は
、
こ
れ
ら
の

結
合
部
で
あ
る
末
梢
乳
管
小
葉
結
合
部
で
発

生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
発

生
し
た
乳
が
ん
は
、
し
ば
ら
く
は
乳
管
の
中

を
広
が
る
形
で
成
長
し
て
い
き
ま
す
（
非
浸

潤
性
乳
管
が
ん
）
が
、
い
ず
れ
は
乳
管
を
破

り
、
乳
管
の
外
に
向
か
っ
て
大
き
く
な
っ
て
行

き
ま
す
。（
浸
潤
性
乳
管
が
ん
）
乳
管
の
外
に

出
ま
す
と
、
が
ん
細
胞
は
周
囲
の
間
質
を
通
っ

て
、
血
管
の
中
に
入
り
込
み
、
血
流
に
の
っ
て

他
の
臓
器
に
移
動
し
て
、
そ
こ
に
居
着
い
て

増
殖
す
る
変
化
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
を
転
移

と
い
い
ま
す
。

　

乳
管
に
が
ん
細
胞
が
生
じ
て
、
転
移
を
起

こ
す
ま
で
は
、
通
常
十
数
年
の
歳
月
を
か
け

て
、
ゆ
っ
く
り
大
き
く
な
る
と
い
う
の
が
乳
が

ん
の
特
徴
で
す
。
た
だ
し
、
一
旦
乳
管
を
破
っ

て
ま
わ
り
に
浸
潤
し
た
が
ん
は
、
比
較
的
早

期
な
段
階
で
も
、
血
管
内
に
侵
入
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
乳
が
ん
は
『
全
身
病
』
と
い
わ

れ
、
そ
の
治
療
に
は
局
所
療
法
で
あ
る
手
術
や

放
射
線
療
法
だ
け
で
は
不
十
分
な
事
が
多
く
、

ホ
ル
モ
ン
療
法
や
抗
が
ん
剤
、
分
子
標
的
薬
な

ど
の
『
全
身
療
法
』
が
必
要
だ
と
い
わ
れ
る
理

由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
治 

療
】

　

ま
ず
は
病
巣
を
取
り
除
く
た
め
に
手
術
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

手
術
の
目
的
は
、
が
ん
細
胞
を
減
ら
す
こ
と

と
、
が
ん
の
性
質
を
調
べ
る
こ
と
で
す
。

　

特
に
後
者
が
重
要
で
、
こ
れ
に
よ
り
が
ん
細

胞
の
悪
性
度
、核
の
異
型
性
や
再
発
の
危
険
度
、

『
全
身
療
法
』
と
し
て
の
治
療
薬
剤
の
感
受
性

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
術
方
法
は
乳
房
全
体
を
取
り
除
く
乳
房

切
除
術
と
、
し
こ
り
を
含
む
乳
腺
の
一
部
を
切

除
す
る
乳
房
温
存
術
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

病
巣
の
広
が
り
や
、
患
者
さ
ん
の
希
望
、
放
射

線
療
法
使
用
の
可
否
な
ど
に
よ
り
、
相
談
し
て

決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
希
望
が
あ
れ

ば
乳
房
切
除
後
に
乳
房
再
建
な
ど
も
保
険
適

応
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

手
術
が
終
わ
り
、
手
術
結
果
が
出
ま
す
と
、

『
全
身
療
法
』
の
治
療
計
画
が
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

が
ん
細
胞
の
性
質
に
よ
っ
て
、
ホ
ル
モ
ン
療

法
の
み
の
方
、
抗
が
ん
剤
（
±
分
子
標
的
薬
）

の
み
の
方
、
抗
が
ん
剤
（
±
分
子
標
的
薬
）
を

行
っ
た
後
ホ
ル
モ
ン
療
法
を
併
用
す
る
方
な
ど

に
分
か
れ
、
温
存
術
を
行
っ
た
方
や
リ
ン
パ
節

転
移
が
多
か
っ
た
方
に
は

放
射
線
療
法
を
加
え
た
り

し
ま
す
。

　

ホ
ル
モ
ン
療
法
は
5
～

10
年
、
抗
が
ん
剤
は
3
～

6
ヶ
月
、
分
子
標
的
薬
は

1
年
間
治
療
を
行
い
ま

す
。

　

乳
が
ん
の
治
療
は
、
長

期
に
わ
た
り
ま
す
が
、
こ

れ
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て

非
常
に
良
好
な
予
後
を

保
つ
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。（
5
年

生
存
率
は
ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
で

９
７・
６
％
、
ス
テ
ー
ジ
Ⅱ

で
９
０・
９
％
、
ス
テ
ー
ジ

Ⅲ
で
も
７
２・５
％
）

　

乳
が
ん
は
女
性
は
最
も

気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
が
ん

で
す
が
、
早
期
で
発
見
す
る
と
完

治
す
る
可
能
性
が
か
な
り
高
い
が

ん
で
す
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
怖
い
が

ん
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
た
だ
し
早
期
発
見
す
る
た

め
に
は
、
2
年
に
1
度
で
良
い
で

す
の
で
乳
が
ん
検
診
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
三
次
市
は
平
成

26
年
度
よ
り
検
診
受
診
率
が
低
下

し
て
お
り
、
そ
の
た
め
進
行
し
た

乳
が
ん
が
増
え
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

乳
が
ん
検
診
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
が
主
な

検
査
で
す
が
乳
腺
エ
コ
ー
を
併
用
す
る
こ
と

で
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
が
苦
手
と
し
て
い
た
乳

腺
濃
度
が
高
い
女
性
の
乳
が
ん
に
対
し
て
も
よ

り
見
つ
け
や
す
く
な
り
、
そ
の
発
見
率
は
1.5
倍

に
上
昇
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
検

診
と
検
診
の
合
間
に
み
つ
か
る
中
間
期
乳
が
ん

を
減
少
で
き
た
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
検
査
は
当
院
で
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
是
非
と
も
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

500

100

全部位※１ 全部位

大腸※2

子宮

乳房

大腸

食道

肺食道※2

肺※2

胃

男 性 女 性

胃

罹患率第1位

肝

肝膵

前立腺

白血病

白血病

胆嚢・胆管

胆嚢・胆管
膵卵巣

’00 ’07（年） ’00 ’07（年）

10

500

100

10

年
齢
調
整
罹
患
率（
人
口
10
万
対
）

年
齢
調
整
罹
患
率（
人
口
10
万
対
）

乳房の構造
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ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
、
よ
く
な
っ
た
り

悪
く
な
っ
た
り
を
繰
り
返
す
「
か
ゆ
み
の
あ
る

湿
疹
」
を
主
病
変
と
す
る
疾
患
で
す
。
多
く

は
ア
ト
ピ
ー
素
因
を
も
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ト
ピ
ー
素
因
と
は
、
家
族
や
自
身
に
気

管
支
喘
息
や
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
・
結
膜
炎
、

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
に
な
る
素
質
が
あ
る
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

　

乳
児
期
か
ら
小
児
期
に
多
く
、
軽
症
で
経

過
す
れ
ば
10
歳
頃
に
は
だ
い
た
い
自
然
軽
快

し
ま
す
。
一
方
、
重
症
の
場
合
で
は
症
状
は

軽
減
し
て
も
長
く
続
き
や
す
く
、
ま
た
一
旦

軽
快
し
て
も
、
思
春
期
以
降
に
ぶ
り
か
え
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
近
年
で
は
65
歳
以
上
の

高
齢
者
に
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
に
つ
い
て

皮
膚
科
主
任
医
長

　
　
平
　
島
　
昌
　
生

Vol.21

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
は
？

ど
ん
な
症
状
が
出
る
の
？

　

病
態
と
し
て
は
、
皮
膚
バ
リ
ア
異
常
、
ア

レ
ル
ギ
ー
炎
症
、
か
ゆ
み
が
互
い
に
影
響
し

あ
っ
て
い
ま
す
。「
皮
膚
バ
リ
ア
異
常
」
が

あ
る
と
、
外
界
か
ら
の
刺
激
や
ア
レ
ル
ゲ
ン

が
入
り
や
す
く
炎
症
が
お
き
や
す
く
な
り
ま

す
。
最
近
は
、
遺
伝
的
に
皮
膚
バ
リ
ア
の
弱

い
人
が
い
る
こ
と
が
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
治
療
法
が
あ
る
の
？

　

治
療
と
し
て
は
、
①
悪
化
因
子
の
検
索
と

対
策
、
②
ス
キ
ン
ケ
ア
、
③
薬
物
療
法
が
あ

り
ま
す
。

　
①
悪
化
因
子
へ
の
対
応

　

日
記
を
つ
け
る
な
ど
で
悪
化
す
る
原
因

（
因
子
）
を
さ
ぐ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

食
物
、
汗
、
乾
燥
、
物
理
・
化
学
刺
激
、
環

境
ア
レ
ル
ゲ
ン
、
細
菌
・
真
菌
、
ス
ト
レ
ス

な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
悪
化
因
子
で
す
。

　

そ
し
て
、
悪
化
因
子
を
意
識
し
た
生
活
環

境
の
整
備
や
日
常
生
活
の
過
ご
し
方
に
つ
い

て
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、
汗
対
策
や
ペ
ッ
ト
飼
育
対
策
、
ス
ト

レ
ス
回
避
な
ど
で
す
。

　
②
ス
キ
ン
ケ
ア

　

皮
膚
の
水
分
含
有
量
が
低
下
し
、
か
ゆ
み

で
皮
膚
を
引
っ
か
い
た
り
、
こ
す
っ
た
り
す

る
こ
と
で
、
い
っ
そ
う
皮
膚
バ
リ
ア
が
低
下

し
ま
す
。
皮
膚
の
清
潔
と
保
湿
を
行
う
こ
と

は
、
細
菌
の
侵
入
を
防
ぎ
、
バ
リ
ア
機
能
の

改
善
に
重
要
で
す
。
シ
ャ
ワ
ー
や
入
浴
は
有

効
で
す
が
、
シ
ャ
ン
プ
ー
や
石
鹸
を
用
い
た

頻
回
な
洗
浄
や
、
こ
す
り
洗
い
、
こ
す
り
拭

き
を
避
け
て
、
皮
膚
を
や
さ
し
く
扱
い
、
清

潔
を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
③
薬
物
療
法

　

外
用
薬
と
内
服
薬
が
あ
り
ま
す
。
外
用
薬

は
保
湿
剤
、
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
薬
、
免
疫
抑
制

外
用
薬
が
あ
り
、
特
に
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
薬
は

皮
膚
症
状
の
程
度
、
部
位
、
年
齢
に
応
じ
て

適
切
な
薬
を
使
い
分
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

内
服
薬
は
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬（
い
わ
ゆ
る
痒
み

止
め
）を
使
用
し
、
難
治
例
に
限
り
免
疫
抑
制

外
用
薬
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
※
外
用
療
法

　

非
常
に
有
効
な
治
療
法
で
す
。
た
だ
現
実

に
は
塗
る
と
ベ
タ
ツ
キ
を
感
じ
た
り
、
時
間

と
手
間
も
か
か
る
た
め
、
症
状
の
強
い
う
ち

は
き
ち
ん
と
塗
っ
て
も
ら
え
ま
す
が
、
良
く

な
っ
て
く
る
と
面
倒
に
感
じ
て
く
る
人
も
多

い
よ
う
で
す
。

　

い
か
に
し
て
塗
っ
て
も
ら
う
か
は
外
用
療

法
の
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な

外
用
指
導
や
塗
り
や
す
い
薬
の
使
用
、
病
勢

を
数
字
で
判
定
で
き
る
検
査
な
ど
を
用
い
つ

つ
、
積
極
的
か
つ
粘
り
強
く
治
療
を
継
続
し

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

アトピー性皮膚炎の症状が現れる時

原因・悪化因子

イメージ図

（第一三共ヘルスケアHPより引用改編）

（アトピー性皮膚炎治療ガイドラインより引用改編）

（アトピー性皮膚炎治療ガイドラインより引用）

皮
膚
の
バ
リ
ア

皮
膚
の
バ
リ
ア

皮
膚
の
バ
リ
ア

遺伝・体質

ストレス

気候

食事

ブドウ球菌

症状が現れる前

ダニ・ほこり・カビ

汗・汚れ

遺伝・体質

ストレス

気候

食事

ダニ・ほこり・カビ

汗・汚れ・ブドウ球菌

症状が現れる時

環境因子
発　汗
細菌・真菌
接触抗原
ストレス
食　物
など

食　物
発　汗
環境因子
細菌・真菌
など

13歳以上2歳～12歳2歳以下

必要に応じて
抗ヒスタミン薬
抗アレルギー薬

必要に応じて
抗ヒスタミン薬
抗アレルギー薬

必要に応じて
抗ヒスタミン薬
抗アレルギー薬

必要に応じて
抗ヒスタミン薬
抗アレルギー薬
ステロイド

（必要に応じて一時的に）

ステロイドを含まない外用薬
十
分
な
効
果
が
認
め
ら
れ
た
場
合
（
ス
テ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
）

十
分
な
効
果
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
（
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
）

※原則として
　一時入院

全年齢

ステロイド外用薬（マイルド以下）
ステロイド外用薬（ストロング以下）
ステロイド外用薬（ベリーストロング以下）

ステロイド外用薬（ストロング以下）
ステロイド外用薬（ベリーストロング以下）
ステロイド外用薬（ベリーストロング以下）

ステロイド外用薬（ストロング以下）
ステロイド外用薬（ベリーストロング以下）
ステロイド外用薬（ベリーストロング以下）

必要に応じてステロイド外用薬
 （マイルド以下）

外用薬

軽　症

中等症

重　症

最重症

内服薬

2 歳未満
2歳～12 歳
13 歳以上

2 歳未満
2歳～12 歳
13 歳以上

2 歳未満
2歳～12 歳
13 歳以上
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◇
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
と
は
…

　

心
不
全
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
臓
の
病
気
を
さ

れ
る
と
、
様
々
な
問
題
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
そ

の
中
で
、
心
臓
の
病
気
を
さ
れ
た
方
が
充
実
し
た

生
活
を
取
り
戻
す
た
め
の
治
療
の
一
つ
、
運
動
療

法
が
『
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
で
す
。

◇
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
の
効
果

　

心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
臓
病
の
患
者
さ
ん
が
運
動

療
法
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
動
作
が
楽
に
な
り
、

快
適
な
生
活
を
長
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

運
動
療
法
の
効
果
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

〇
運
動
能
力
が
増
加
し
、
楽
に
動
け
る
よ
う
に

な
る
。

〇
狭
心
症
や
心
不
全
の
症
状
が
軽
く
な
る
。

〇
不
安
や
う
つ
状
態
が
改
善
し
、
快
適
な
社
会

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
動
脈
硬
化
の
進
行
を
く
い
止
め
た
り
、
動
脈

硬
化
を
予
防
す
る
。

〇
血
管
が
自
分
で
広
が
る
能
力
（
血
管
内
皮
機
能
）

や
自
律
神
経
の
働
き
が
よ
く
な
り
、
不
整
脈
が

減
り
、
血
圧
が
安
定
す
る
。

〇
心
筋
梗
塞
の
再
発
や
突
然
死
が
減
り
、
死
亡
率

が
減
少
す
る
。

◇
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
の
実
際

　

20
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
は
、
心
筋
梗
塞
な
ど
心
臓

病
の
人
は
動
か
さ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
治
療
の

基
本
で
し
た
。
し
か
し
今
で
は
、
特
別
の
合
併
症

が
な
い
限
り
、
む
し
ろ
体
を
動
か
す
こ
と
を
考
え

ま
す
。

　

た
だ
し
、
い
き
な
り
激
し
い
運
動
は
行
え
ま
せ

ん
し
、
ど
の
心
臓
病
で
も
運
動
が
可
能
…
と
い
う

わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

運
動
療
法
を
開
始
す
る
場
合
、
心
電
図
モ
ニ

タ
ー
を
付
け
て
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
監
視
下
で
始
め

る
こ
と
が
基
本
で
す
。
そ
し
て
、
各
々
の
病
状
に

合
わ
せ
て
運
動
の
種
類
、
強
さ
、
時
間
、
頻
度
な

ど
を
決
定
し
ま
す
。
運
動
は
強
す
ぎ
て
も
弱
す

ぎ
て
も
よ
い
効
果
が
出
な
い
た
め
、
運
動
処
方
を

守
っ
て
運
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
当
院
も
、

症
状
に
合
わ
せ
た
運
動
を
処
方
し
て
い
ま
す
。

◇
当
院
で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

　

当
院
に
は
、
医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
検
査

技
師
・
管
理
栄
養
士
・
臨
床
工
学
技
士
・
理
学
療

法
士
等
で
構
成
す
る
心
臓
病
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
チ
ー
ム
で
は
、
心
臓
病
を
有
す

る
患
者
さ
ん
の
再
発
・
再
入
院
を
予
防
し
、
長
期

予
後
を
改
善
す
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

月
２
回
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
に
よ
り
、
治
療
や
指
導

の
内
容
な
ど
情
報
共
有
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

何
か
不
安
に
思
わ
れ
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で

も
相
談
に
乗
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
士
　
吉
　
川
　
陽
　
樹

慢
性
心
不
全
看
護
認
定
看
護
師

萬
　
德
　
美
　
穂

　

こ
の
た
び
、
慢
性
心
不
全
看

護
認
定
看
護
師
の
資
格
を
取

得
し
ま
し
た
。

　

慢
性
心
不
全
は
、
年
齢
と

共
に
発
症
が
増
加
す
る
疾
患

で
、
再
入
院
率
も
高
い
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
心
不
全
は
完
治

す
る
病
気
で
は
な
く
、
悪
化

を
繰
り
返
す
た
び
、
心
臓
の
機

能
は
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
心

不
全
の
増
悪
に
よ
る
再
入
院
の

誘
因
は
、
服
薬
や
減
塩
な
ど
の

不
徹
底
、
感
染
症
、
不
整
脈

な
ど
が
言
わ
れ
て

お
り
、
悪
化
し
な

い
よ
う
に
う
ま
く

付
き
合
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

慢
性
心
不
全

看
護
認
定
看
護

師
は
、
心
不
全
の

患
者
さ
ん
や
ご
家

族
、
そ
し
て
患
者

さ
ん
の
ケ
ア
に
あ

た
る
ス
タ
ッ
フ
を

支
援
す
る
役
割

が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
病

棟
で
心
不
全
の
患
者
さ
ん
か
ら

療
養
生
活
の
状
況
を
伺
い
、
生

活
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
心
不
全
が

増
悪
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
の

判
断
を
行
い
、
得
た
情
報
を
主

治
医
と
共
有
し
な
が
ら
、
心
不

全
の
増
悪
予
防
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
生
活
指
導
だ
け
で
は

な
く
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
社
会

保
障
の
利
用
手
続
き
の
調
整

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
職
種
か
ら
な
る
心

臓
病
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
に
所
属

し
、
定
期
的
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
行
い
、
再
入
院
を
防
ぐ
た

め
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

心
不
全
の
患
者
さ
ん
は
毎

日
血
圧
や
体
重
を
測
定
し
た

り
、
減
塩
に
気
を
つ
け
た
り
、

心
機
能
に
見
合
っ
た
運
動
や
活

動
を
行
う
な
ど
、
多
く
の
こ

と
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
時

に
は
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、

投
げ
出
し
た
く
な
る
患
者
さ
ん

も
お
ら
れ
ま
す
。
１
０
０
％
の

生
活
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
な
か
で
、
服
薬
を
継
続
で

き
た
り
、
減
塩
を
継
続
で
き
た

り
、
心
臓
に
負
担
が
か
か
ら
な

い
方
法
を
一
緒
に
見
つ
け
た
り

と
、
心
不
全
の
皆
さ
ん
が
少
し

で
も
心
身
と
も
に
い
き
い
き
と

生
活
で
き
る
よ
う
に
、
お
手
伝

い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

シリーズ認
定
看
護
師

認
定
看
護
師

シリーズ

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

心臓病サポートチーム



※20歳以上の三次市民の方には市から１万円の助成があります。
86,400円（税込）検診料金
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健
診
セ
ン
タ
ー
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０
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０
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２
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０
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０
６
２
１

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

市
立
三
次
中
央
病
院
で

は
、
が
ん
の
早
期
発
見
を
目

的
に
、
病
巣
部
を
速
や
か
に

診
断
す
る
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
」

と
、
細
か
な
位
置
情
報
を
見

つ
け
る
「
Ｃ
Ｔ
画
像
」
が
ひ

と
つ
に
な
っ
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―

Ｃ

Ｔ
に
よ
る
検
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
」
は

短
時
間
で
一
度
に
全
身
の
が

ん
検
査
が
で
き
、
診
断
の
精

度
が
向
上
し
、
よ
り
詳
細

な
病
変
を
検
出
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
」
を
人
生

の
節
目
な
ど
に
ぜ
ひ
ご
利
用

下
さ
い
。

人生の節目に

「P
（ ペ ッ ト ）

ET検診」をご利用ください
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2017年10月

広報 ｢花みずき｣ に関するご意見などございましたらお寄せください｡

○活動内容／外来患者さんへの支援
　（玄関での車の乗降の手伝い、待合での手伝いなど）
○活動時間／月～金曜日（祝祭日を除く）
　８時30分～12時のうち都合のよい時間
○応募にあたって

◦交通費を支給します。（市の規定による）
◦ボランティア保険は当院が加入します。

○応募・問い合わせ先／医事課医事係
　TEL（0824）65-0101　  FAX（0824）65-0159
　Email：iji@city.miyoshi.hiroshima.jp

　市立三次中央病院では、院内でボ
ランティアとして活動していただけ
る方を募集しています。皆さんの善
意の活動をお待ちしています。

病院ボランティア募集
～あなたの思いやりを患者さんへ～

お願い 救急診療等の制限にご協力ください
平成29年10月22日（日）

8時～15時30分

電気設備点検のため、外来救急患者の診療と入院患者への面会
を制限させていただきます。ご理解とご協力をお願いします。

　みよしぶどう友の会では，全国糖尿病週間に合わせ
て『秋のウォーキング大会』を開催します。ウォーキ
ングで健康づくり，仲間づくり，そして糖尿病などに
関する知識を深めてみませんか？
　会員でなくても健康に興味・関心のある方，大歓迎
です！ぜひ，お気軽にご参加ください!!（要予約）

◆日　時：2017年11月3日（金・祝）　
　　　　   12時～15時（雨天中止）
◆内　容：検査数値の見方のポイントについて（講義）
　　　　  ウォーキング（みよし運動公園）
              血糖測定（運動前後）
◆費　用：500円（ヘルシー弁当を用意します。）
◆申込み締め切り：10月27日（金）

【お問い合せ】市立三次中央病院　病院企画課安全管理係
　　　　　　  　TEL（0824）65-0101　  FAX（0824）65-0150

【お申し込み・お問い合せ】
　市立三次中央病院　医事課
　TEL（0824）65-0101
　 FAX（0824）65-0159

【お問い合せ】市立三次中央病院　医事課／TEL（0824）65-0101　 FAX（0824）65-0159

近年，整形外科では，手術の必要な外傷・骨折の患者さんが大変多くなっています。
緊急の手術対応が増えたため，外来受診にあたり，患者さんの待ち時間が長くなる等，不便をおかけしています。
外来での安心・安全な医療の提供のため，初診の方は、

（①，②に該当しない初診の方は，診療をお断りする場合がありますのでご了承ください。）
　なお，救急対応の方，当院整形外科での手術に関する受診についてはこれまで通り対応いたします。
　ご理解とご協力をお願いいたします。

整形外科受診のみなさまへ

第8回　みよしぶどう友の会

秋のウォーキング大会
参加者募集

①かかりつけ医を受診していただき，
　地域連携予約を入れていただく

②かかりつけ医からの紹介状を持参い
　ただくようお願いいたします。

もしくは


